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３
月
予
算
議
会
終
わ
る

　
　
　
　
ー
　
予
算
審
議
の
特
徴
点
　
ー

　
昨
年
四
月
み
な
さ
ん
の
大
き

な
ご
支
援
で
市
議
会
に
送
り
出

し
て
い
た
だ
き
、
早
い

も
の
で
丸
一
年
に
な
り

ま
す
。
議
会
の
た
び
に

市
政
の
あ
る
べ
き
姿
や

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ご
要
望
実
現
目
指

し
て
、
一
般
質
問
を
行

い
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
勉

強
し
て
お
役
に
立
て
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
３
月
15
日
04
年
度
予
算
議
会
が

終
わ
り
ま
し
た
。
04
年
度
一
般
会

計
は
431
億
４
千
４
百
万
円
で
前
年

度
比
で
10
、
８
％
の
大
幅
増
の
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
は
市
場
、
国
保
、
公

共
下
水
道
、
老
人
健
保
、
介
護
保

険
な
ど
12
会
計
359
億
８
６
５
０
万

円
（
０
、
７
％
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
国
の
補
助
金
や
交
付
税
が
減

ら
さ
れ
た
中
で
、
山
口
県
下
で
も

ほ
と
ん
ど
例
を
み
な
い
大
幅
増
額

予
算
と
な
っ
た
の
は
、
合
併
後
を

見
込
ん
で
、
７
市
町
村
の
主
な
公

共
施
設
や
学
校
な
ど
を
光
フ
ァ

イ
バ
ー
で
接
続
し
、
将
来
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
と
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｂ
網
を
構
築

す
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

事
業
」
に
18
億
円
。
こ
の
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
用
の
「
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
事
業
」
に
１

億
２
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る

た
め
で
す
。

　
国
の
地
方
向
け
予
算
削
減
の
中

　
少
子
化
対
策
な
ど
は
一
定
強
化

　
国
の
「
三
位
一
体
改
革
」
で

交
付
税
や
補
助
金
が
削
減
さ
れ

る
と
か
、
保
育
所
に
か
か
わ
っ

て
国
か
ら
支
給
さ
れ
て
き
た

「
運
営
費
」
が
一
般
財
源
化
さ

れ
る
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
財

政
運
営
が

迫
ら
れ
る

中
で
、

「
子
供
館

事
業
の
開

始
、
乳
幼

児
医
療
助

成
制
度
の

充
実
、
保

育
所
の
時

間
延
長
、

不
妊
治
療

費
の
助
成
な
ど
の
施
策
が
一
定

強
化
さ
れ
た
こ
と
は
一
歩
前
進

で
す
。

山
口
県
下
初
の

住
民
投
票
条
例

　
岩
国
市
の
重
要
課
題
で
、
住

民
の
意
思
を
確
認
し
、
岩
国
市

の
施
策
に
取
り
入
れ
る
と
い
う

「
常
設
型
住
民
投
票
条
例
」
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
内
容
を
よ
く
検

討
し
て
み
る
と
、
発
議
者
が
住

民
だ
け
で
な
く
、
市
長
や
議
会

ま
で
も
が
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
投
票
率
が
（
二
分
の

一
）
50
％
以
下
で
あ
っ
た
ら
、

無
効
で
開
票
作
業
も
し
な
い
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
は
「
発

議
者
か
ら
市
長
と
議
会
を
削
除

し
住
民
だ
け
に
す
る
こ
と
。
投

票
成
立
要
件
を
二
分
の
一
（
50

％
）
か
ら
三
分
の
一
（
33
、
33

％
）
に
す
る
」
修
正
案
を
提
出

し
ま
し
た
。（
藤
本
議
員
が
提
案
説
明
）

　
新
市
政
ク
ラ
ブ
は
発
議
者
要

件
を
有
資
格
者
の
六
分
の
一
か

ら
三
分
の
一
へ
厳
し
く
す
る
等

の
修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
両
修
正
案
が
否
決
さ
れ

た
後
、
原
案
の
採
決
に
移
り
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
不
充

分
で
あ
っ
て
も
住
民
投
票
条
例

は
必
要
と
の
立
場
で
、
原
案
に

賛
成
し
ま
し
た
。
新
市
政
ク
ラ

ブ
は
退
場
し
ま
し
た
。

04
年
度
一
般
会
計

予
算
に
は
反
対

　
一
般
会
計
予
算
は
全
体
と
し

て
は
評
価
で
き
る
点
が
あ
る
も

の
の
、
基
地
政
策
や
愛
宕
山
開

発
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
事
業
、

同
和
対
策
や
工
業
用
水
助
成
金

な
ど
の
不
公
正
事
業
が
あ
り
、

反
対
し
ま
し
た
。
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桂
町
ア
メ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
内

に
あ
る
旧
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
岩
国

が
「
子
供
館
に
っ
こ
り
」
と
し

て
出
発
、
運
営
さ
れ
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
と
と
も
に
、
児

童
・
生
徒
に
健
全
な
遊
び
場
、

情
操
を
高
め
る
場
を
提
供
し
ま

す
。

○
　
こ
ど
も
ま
つ
り
や
こ
ど
も

講
座
が
開
設
さ
れ
、
紙
工
作
や

折
り
紙
な
ど
の
講
座
が
開
か
れ

ま
す
。

○
　
会
館
横
の
民
有
地
を
借
り

受
け
「
わ
く
わ
く
広
場
」
と
し

て
屋
外
の
遊
び
場
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

　
乳
幼
児
医
療
無
料
化
制
度

の
対
象
年
齢
を
小
学
校
入
学

前
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
合
併
に
伴
う
保
育
料
格
差
を

縮
小
す
る
た
め
、
岩
国
市
の
保

育
料
を
二
割
程
度
引
き
下
げ
ま

す
。

　
次
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
建
設
す
る
た
め
の
準
備
と
し

て
、「
老
人
福
祉
施
設
設
置
者
」

を
誰
に
す
る
か
を
決
め
る
」
選

考
委
員
会
」
を
、
立
ち
上
げ
る

経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　　
精
神
障
害
者
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー(

横
山
）
で
障
害
者
共
通

の
経
験
、
関
心
に
基
づ
い
た
、

仲
間
同
士
（
ピ
ア
）
の
支
援
活

動
に
よ
り
障
害
者
の
自
立
、
生

活
を
援
助
し
ま
す
。

　
難
病
患
者
対
象
に
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
、
短
期
入
所
、
日
常
生
活

用
具
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
保
険
適
用
治
療
の
自
己
負

担
分
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
、
岩
国
総
合
運

動
公
園
内
に
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛
門
・
膀
胱
）
対
応
ト
イ

レ
を
整
備
し
ま
す
。

「　
建
替
の
た
め
の
土
質
調
査
、

設
計
費
な
ど
の
委
託
料
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
鉄
筋
二
階
建
て

の
予
定
だ
そ
う
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
西
岩
国
駅
舎
を
譲
り
受

け
、
指
定
管
理
者
に
管
理
委
託

し
ま
す
。
駅
舎
保
存
と
と
も
に

こ
れ
を
活
用
し
観
光
特
産
品
等

の
情
報
発
信
地
域
交
流
の
拠
点

化
を
図
り
ま
す
。

　
教
育
関
連

○
　
小
学
校
低
学
年
に
５
校
５

人
程
度
の
補
助
教
員
を
配
置
。

○
　
中
学
校
２
・
３
学
年
の
35

人
以
下
学
級
強
化
の
た
め
非
常

勤
講
師
を
配
置
す
る
。
８
千
３

０
０
万
円
。

○
　
中
学
校
給
食
実
施
と
あ
わ

せ
小
学
校
の
調
理
業
務
の
民
間

委
託
に
向
け
て
、
調
査
・
計
画

策
定
費
を
計
上
。

○
　
外
国
人
の
英
語
指
導
助
手

を
３
名
程
度
招
致
す
る
。

　
観
光
関
連

　
吉
香
・
城
山
両
花
菖
蒲
園
内

に
咲
く
140
種
11
万
本
の
花
菖
蒲

を
活
用
し
た
祭
り
を
行
い
、
新

た
な
観
光
資
源
化
を
計
る
。

　　
川
西
地
区
の
衰
弱
し
た
桜
の

樹
勢
の
回
復
を
、
緊
急
雇
用
対

策
事
業
と
し
て
４
名
程
度
に
委

嘱
す
る
。

　
全
国
の
鵜
飼
団
体
に
海
鵜
を

提
供
し
て
い
る
、
茨
城
県
十
王

町
の
海
鵜
捕
獲
場
の
崩
落
に
よ

る
、
こ
の
復
旧
経
費
の
一
部
を

分
担
す
る
。
356
万
円
。

野
球
場
の
建
設

　
岩
国
運
動
公
園
内
に
野
球
場

を
建
設
す
る
。
１
億
２
千
万
円
。

吉田さだよし 仁比そうへい
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二
つ
の
大
き
な
問
題
点
を
指
摘

二
つ
の
大
き
な
問
題
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を
指
摘

二
つ
の
大
き
な
問
題
点
を
指
摘

二
つ
の
大
き
な
問
題
点
を
指
摘

二
つ
の
大
き
な
問
題
点
を
指
摘

面
積
は
現
岩
国
市
の
４
倍
に

合
併
後
11
年
目
か
ら
交
付
税
が
激
減

　
藤
本
市
議
は

３
月
議
会
で
、

岩
国
地
域
の
合

併
問
題
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

　
今
回
の
平
成

の
大
合
併
の
国

の
ね
ら
い
は
、
国
と
地
方
合
わ

せ
て
700
兆
円
を
超
え
る
借
金
を
、

市
町
村
の
数
を
無
理
や
り
減
ら

し
て
、
国
の
地
方
へ
の
支
出
を

減
ら
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
国
は
こ
の
借
金
が
で
き
た
原

因
で
あ
る
無
駄
な
大
型
公
共
事

　
７
市
町
村
の

合
併
に
よ
っ
て

面
積
は
848
、
41

平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
な
り
、

現
在
の
岩
国
市

の
約
四
倍
に
な

り
ま
す
。
錦
町

の
宇
佐
か
ら
由

宇
町
の
神
代
ま

で
の
広
大
な
地

域
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
人
口
減

少
期
に
入
り
、

　
こ
の
減
少
数

の
多
く
が
周
辺

町
村
部
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に

予
測
で
き
る
こ
と
で
す
。
現
岩

業
や
軍
事
費
に
は
手
を
つ
け
な

い
で
、
地
方
へ
の
支
出
を
一
方

的
に
減
ら
そ
う
と
い
う
の
で

す
。

　
も
ち
ろ
ん
住
民
合
意
の
上
で

地
域
に
よ
っ
て
は
、
合
併
し
た

ほ
う
が
良
い
所
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
岩
国
地
域
７
市

町
村
の
合
併
は
重
大
な
問
題
が

あ
る
と
し
て
二
点
を
追
及
。

国
市
の
過
疎
に
悩
ん
で
い
る
地

域
が
証
明
済
み
で
す
。

　
辺
地
切
捨
て
に
つ
な
が
っ
て

行
く
危
険
性
は
な
い
の
か
と
追

及
し
ま
し
た
。

２
６
６
億
円

２
４
４
億
円

２
２
億
円

　
65
歳
以
上
の
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
多
く
の
方
が
「
所
得

税
法
」
に
定
め
る
知
的
障
害
、

身
体
障
害
者
に
準
じ
る
も
の
と

し
て
、
市
町
村
長
が
認
定
す
れ

ば
「
所
得
税
の
控
除
」
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
普
通
障
害
で
27
万
円
、
特
別

障
害
で
40
万
円
が
控
除
さ
れ
、

扶
養
控
除
も
出
来
ま
す
。
同
居

し
て
「
認
定
者
」
を
扶
養
し
て

い
れ
ば
こ
れ
に
35
万
円
が
プ
ラ

ス
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
岩
国
市
で
は
３
千

数
百
人
の
「
介
護
認
定
者
」
が

い
る
の
に
「
所
得
控
除
認
定
者
」

は
わ
ず
か
６
人
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
て
こ
う
い
う
こ
と
に

な
る
の
か
。
制
度
が
対
象
者
本

人
な
ら
び
に
家
族
に
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
た
め
で
す
。

　
藤
本
議
員
は
介
護
認
定
証
を

発
行
す
る
と
き
に
合
わ
せ
て
こ

の
制
度
を
知
ら
せ
よ
と
追
求
。

　
市
当
局
は
検
討
す
る
と
答
弁
。

　
合
併
す
れ
ば
国
か
ら
の
交
付

税
が
11
年
目
か
ら
減
り
始
め
財

政
は
大
変
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
岩
国
市
は
卸
売

り
市
場
会
計
な
ど
の
財
政
赤
字

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
愛
宕
山
開
発
で
赤
字
が
出
れ

ば
こ
の
岩
国
市
負
担
分
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
分
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

は
っ
き
り
し
た
根
拠
の
あ
る
財

政
予
測
を
示
す
べ
き
で
す
。

２０年後の６町村の赤字予想
205億円を岩国市民が負担する！
こんなことは納得できない！
　

10年間 5年間 以降

合併算定替え
で今まで通り交
付される額

合併したら本
来交付される
交付税額

５年かけ
て段階的
に減額さ
れる

１６年
目から
この額
になる

（数字は15回合
併協資料より）
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